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■
一
般
不
妊
治
療
等
助
成
制
度

●
対
象
期
間

昨
年
３
月
～
本
年

２
月
の
診
療
分

●
対
象
診
療

不
妊
検
査
、
治
療

の
効
果
を
確
認
す
る
た
め
の
検
査
、

一
般
不
妊
治
療
、
人
工
授
精

※
継
続
す
る
２
年
間
が
助
成
対
象
。

●
対
象
者

夫
又
は
妻
の
ど
ち
ら

か
が
市
内
在
住
で
、
夫
婦
と
も
に

健
康
保
険
に
加
入
し
て
お
り
、
医

師
に
一
般
不
妊
治
療
の
必
要
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
法
律
上
の
夫
婦

●
助
成
額

１
夫
婦
１
年
度
に
つ

き
自
己
負
担
額
の
２
分
の
１（
上

限
５
万
円
）

●
申
し
込
み

３
月

日
昇
ま
で

２２

の
捷
～
晶
午
前
８
時

分
～
午
後

３０

５
時

分
又
は
３
月

日
掌
午
前

１５

１３

９
時
～
正
午
に
、
申
請
書
類
・
領

収
書
原
本
・
健
康
保
険
証（
夫
婦

分
）・印
鑑（
夫
婦
分
）等
を
持
っ
て

市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

※
申
請
書
類
は
、
同
セ
ン
タ
ー
・

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・
市
内

関
係
医
療
機
関
で
配
布
。

※
医
療
機
関
の
証
明
書
発
行
に
は

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
余
裕
を

も
っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

書
類
不
備
の
場
合
は
受
け
付
け

不
可
。

■
母
子
健
康
手
帳
の
受
け
取
り
と

妊
婦
健
診
の
受
診

妊
娠
に
気
づ
い
た
ら
、
医
療
機

関
で
妊
娠
届
出
書
を
も
ら
い
、
早

め
に
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
母
子
健

康
手
帳
を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

手
帳
と
一
緒
に
、
妊
婦
健
診
の

受
診
票
等
も
渡
し
ま
す
。
定
期
的

に
妊
婦
健
診
を
受
け
、
お
腹
の
赤

ち
ゃ
ん
の
成
長
と
妊
婦
の
健
康
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

●
県
外
や
助
産
院
で
受
診
す
る
場

合

医
療
機
関
で
健
診
費
用
を
支

払
っ
た
後
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で

還
付
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

●
転
入
し
た
場
合

転
入
前
の
市

区
町
村
で
交
付
さ
れ
た
受
診
票
は
、

本
市
で
は
使
用
不
可
。
市
保
健
セ

ン
タ
ー
で
本
市
の
受
診
票
と
交
換

し
て
く
だ
さ
い

●
転
出
し
た
場
合

本
市
の
受
診

票
は
使
用
不
可
。
転
出
先
の
市
区

町
村
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い

■
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？

市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
母
子

健
康
手
帳
の
交
付
時
に
、
マ
タ
ニ

テ
ィ
マ
ー
ク
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を

配
布
し
て
い
ま
す
。
バ
ッ
グ
等
に

付
け
る
こ
と

で
、
周
り
に

妊
婦
で
あ
る

こ
と
を
知
ら

せ
る
も
の
で

す
。周

り
の
人
は
、
こ
の
マ
ー
ク
を

見
か
け
た
ら
、
思
い
や
り
の
あ
る

対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
出
生
体
重
が
２
５
０
０
ｇ
未
満

の
と
き
は
連
絡
を

母
子
健
康
手
帳
交
付
の
際
に
渡

し
た「
低
体
重
児
届
出
書
」を
記
入

の
上
、
速
や
か
に
市
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

看
護
師
・
保
健
師
が
自
宅
を
訪

問
し
、
子
育
て
に
関
す
る
不
安
や

悩
み
の
相
談
に
乗
り
ま
す
。
ま
た
、

子
育
て
支
援
情
報
誌
を
渡
し
ま
す
。

●
対
象

生
後
４
カ
月
未
満
の
赤

ち
ゃ
ん
が
い
る
全
て
の
家
庭

●
そ
の
他

子
育
て
の
不
安
は
、

身
近
な
経
験
者
や
市
保
健
セ
ン
タ

ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

■問
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
１
３
３
）

７６

市
の
妊
産
婦
サ
ー
ビ
ス
、
不
妊
治
療
助
成
制
度

ママタニティマーマタニティマークク

児
童
厚
生
員
・
児
童
ク
ラ
ブ
ア
ル

バ
イ
ト
を
募
集

４
月
か
ら
市
内
の
児
童
セ
ン
タ

ー
・
児
童
ク
ラ
ブ
で
働
く
人
を
募

集
し
ま
す
。

●
職
務
内
容

児
童
セ
ン
タ
ー
・

児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る
児
童
に

対
す
る
遊
び
や
生
活
の
指
導

●
申
し
込
み

２
月

日
捷
～
３

１５

月

日
晶
午
前
９
時
～
午
後
５
時

１１
（
松
掌
を
除
く
）に
、
顔
写
真
付
き

の
履
歴
書
又
は
申
込
書
と
、
有
資

格
者
は
資
格
証
等
を
持
っ
て
子
育

て
支
援
課（
あ
ん
ぱ
～
く
内
）へ

※
申
込
書
は
あ
ん
ぱ
～
く
・
市
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

◎
児
童
厚
生
員

■
児
童
セ
ン
タ
ー
勤
務

●
勤
務
日
時

午
前
９
時
～
午
後

５
時
で
週
２
・
３
日（
松
掌
勤
務

あ
り
）

●
賃
金

時
給
１
１
４
０
円
、
通

勤
割
増
１
日

円
２００

●
対
象

保
育
士
・
教
員
の
資
格

を
有
す
る
人

■
児
童
ク
ラ
ブ
勤
務

●
勤
務
日
時

捷
～
晶
午
後
２
時

～
７
時（
利
用
人
数
に
よ
り
午
後

６
時
ま
で
の
勤
務
あ
り
）、学
校
休

業
日
は
午
前
７
時

分
～
午
後
７

３０

時
で
週
２
～
５
日
の
交
代
勤
務

●
賃
金

時
給
１
１
４
０
円
、
通

勤
割
増
１
日

円
２００

●
対
象

保
育
士
・
教
員
・
社
会

福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
人

◎
児
童
ク
ラ
ブ
ア
ル
バ
イ
ト

●
勤
務
日
時

春
休
み
・
夏
休
み

期
間
中
の
午
前
７
時

分
～
午
後

３０

７
時
で
５
・
６
時
間
勤
務

※
希
望
者
は
春
休
み
・
夏
休
み
期

間
以
外
も
勤
務
可
。

●
対
象

歳
以
上
の
人

１８

●
賃
金

時
給
１
０
０
０
円
、
通

勤
割
増
１
日

円
２００

■問
▼
子
育
て
支
援
課

（
緯〈

〉２
３
１
９
）

７２
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■問
▼
ア
グ
リ
ラ
イ
フ

支
援
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉６
２
０
０
）

９２

ア
グ
リ
ラ
イ
フ
支
援
セ
ン
タ
ー
で

「
農
」を
楽
し
も
う

■
春
夏
野
菜
づ
く
り「
入
門
コ
ー

ス
」

●
と
き

開
講
式
止
４
月
５
日
昇

研
修
期
間
止
４
月
７
日
昭
～
８
月

５
日
晶

●
と
こ
ろ

ア
グ
リ
ラ
イ
フ
支
援

セ
ン
タ
ー

●
内
容

野
菜
づ
く
り
の
基
礎
学

習
、
栽
培
実
習
等

●
対
象

市
内
在
住
で
畑
の
管
理

作
業
等
が
で
き
る
健
康
な
人

●
定
員

人（
定
員
を
超
え
た

２０

場
合
は
抽
選
）

●
費
用

１
万
５
０
０
０
円（
苗
、

肥
料
、
保
険
代
等
を
含
む
）

●
申
し
込
み

２
月

日
昇
～
３

１６

月
１
日
昇
午
前
８
時

分
～
午
後

３０

５
時

分（
捷
を
除
く
）に
、
申
込

１５

書
を
持
参
か
郵
送（
必
着
）で
ア
グ

リ
ラ
イ
フ
支
援
セ
ン
タ
ー（
〒
４４４

－

１
２
０
１
石
井
町
辻
原

－

２
）へ

１３１

※
申
込
書
は
同
セ
ン
タ
ー
・
市
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
配
布
。

■
一
坪
農
園
で
野
菜
を
作
ろ
う

●
と
き

４
月

日
松
、
５
月

２３

１４

日
松
・

日
松
・

日
松
、
６
月

２１

２８

日
松
午
前

時
～

時（
全
５
回
）

１１

１０

１１

※
４
月

日
は
午
前

時

分
ま

２３

１１

３０

で
、
５
月

日
は
午
後
１
時

２１

３０

分
か
ら
。

●
と
こ
ろ

ア
グ
リ
ラ
イ
フ
支
援

セ
ン
タ
ー

●
内
容

３
愛
程
度
の
畑
で
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
、
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
等
、

約
６
種
類
の
野
菜
を
育
て
ま
す

●
対
象

市
内
在
住
の
人

●
定
員

組（
定
員
を
超
え
た

２０

場
合
は
、
初
回
参
加
者
を
優
先
し

た
上
で
抽
選
）

●
費
用

１
５
０
０
円（
種
子
・

苗
・
保
険
代
を
含
む
）

●
そ
の
他

器
具
等
は
貸
し
出
し

ま
す

●
申
し
込
み

２
月

日
昇
～
３

２３

月
２
日
昌
午
前
８
時

分
～
午
後

３０

５
時

分（
捷
を
除
く
）に
、
電
話

１５

か
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
郵
送

（
必
着
）で
代
表
者
の
住
所
・
氏
名・

連
絡
先
、
参
加
人
数
を
ア
グ
リ
ラ

イ
フ
支
援
セ
ン
タ
ー（
胃〈

〉６
９２

１
２
２
／agrilife@

city.anjo.
aichi.jp

）へ

※
下
の
Q
R
コ
ー

ド
か
ら
電
子
申

請
も
可
。

明
治
（
１
９
０
６
）年
、
県

３９

立
農
林
学
校（
現
在
の
安
城
農

林
高
等
学
校
）を
卒
業
し
た
１７

歳
の
少
年
が
、
臨
時
雇
と
し
て

愛
知
県
立
農
事
試
験
場
で
働
き

始
め
ま
す
。
後
に
こ
の
農
事
試

験
場
の
技
師
と
し
て
、
全
国
的

に
も
高
く
評
価
さ
れ
る
優
秀
な

稲
の
品
種
を
生
み
出
し
、「
稲
の

神
様
」と
讃
え
ら
れ
た
岩
槻
信

た
た

治（
明
治

～
昭
和

年
）で
す
。

２２

２３

農
林
学
校
の
校
長
で
あ
る
山

崎
延
吉
が
農
事
試
験
場
の
場
長

も
兼
ね
て
お
り
、
岩
槻
の
優
秀

な
成
績
や
ま
じ
め
な
性
格
を
よ

く
知
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
卒

業
後
に
抜
擢
し
た
の
で
し
た
。

ば
っ
て
き

以
後
亡
く
な
る
直
前
ま
で
の
４２

年
間
、
碧
海
郡
長
瀬
村
中
園

（
現
在
の
岡
崎
市
中
園
町
）の
自

宅
か
ら
安
城
ま
で
毎
日
自
転
車

で
通
っ
た
と
い
い
ま
す
。

岩
槻
の
品
種
改
良
は
、
明
治

（
１
９
１
１
）年
に
大
阪
の
国

４４立
農
事
試
験
場
で
人
工
交
配
の

技
術
を
学
ん
だ
こ
と
に
始
ま
り

ま
す
。
翌
年
か
ら
三
年
計
画
で

県
内
か
ら
２
０
０
０
種
の
稲
を

集
め
比
較
す
る
作
業
に
と
り
か

か
り
ま
し
た
。

岩
槻
は
、
品
種
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
だ
け
で
な
く
一
株
ご
と
の

個
性
を
見
抜
い
て
か
け
合
わ
せ

る
と
い
う
、
と
て
も
地
道
な
観

察
を
重
視
し
、
や
が
て
多
収
穫

の「
愛
知
旭
」「
千
本
旭
」等
、
ね

ら
い
通
り
の
品
種
を
次
々
に
誕

生
さ
せ
ま
し
た
。「
金
南
風
」の

き
ん
ま

ぜ

よ
う
に
、
岩
槻
没
後
の
昭
和
３０

年
代
に
全
国
一
の
作
付
面
積
を

誇
っ
た
品
種
も
あ
り
ま
す
。
も

ち
米
・
酒
造
米
の
改
良
や
山
間

部
で
の「
い
も
ち
病
」に
強
い
品

種
を
作
り
出
し
た
こ
と
も
、
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
の
ひ
と
つ
で
し
た
。

岩
槻
に
は「
稲
の
神
様
」と
は

別
の
顔
が
あ
り
ま
し
た
。
民
謡

の
作
詞
・
作
曲
を
得
意
と
し
、

大
正
の
終
わ
り
か
ら
昭
和
１１

（
１
９
３
６
）年
頃
ま
で
、「
三
江
」

さ
ん
こ
う

と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で

曲
以

１６０

上
の
作
品
を
残
し
て
い
ま
す
。

多
く
は「
○
○
小
唄
」と
か

「
△
△
音
頭
」等
の
タ
イ
ト
ル
が

付
け
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る「
新
民

謡
」で
、
中
に
は
岩
槻
自
身
が

三
味
線
や
太
鼓
を
手
が
け
た
り
、

振
り
付
け
を
し
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
県
内
各
地
の

行
事
や
宴
会
で
盛
ん
に
歌
わ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。
安
城
に
関

す
る
作
品
も
数
多
く
、「
安
城
野

原
節
」「
碧
海
音
頭
」の
ほ
か
、

養
蜂
に
ち
な
ん
だ「
ハ
チ
蜜
小

唄
」や
料
理
店
の
開
店
に
よ
せ

た「
た
ご
さ
く
音
頭
」も
あ
り
ま

す
。
ご
当
地
ソ
ン
グ
の
需
要
に

こ
た
え
る
人
気
作
家
で
も
あ
っ

た
の
で
す
。

（「
安
城
の
偉
人
」は
今
号
で
終

わ
り
ま
す
）

当当時の愛知県農事試験場種芸当時の愛知県農事試験場種芸部部（池浦町）（池浦町）


